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4．1CAの1日原則の限界と新原則

　上述のような協同組合運動論を前提にして、

レイドローはICA原則の限界をつぎのように

指摘し、その改訂を促した。

　前世紀において協同組合人は消費協同組合

を重視し、他の形態の協同組合を軽視しがち

であったが、ICA原則もその影響を受けて、

「主として消費者協同組合に準拠しているよう

に思われ、農業協同組合、ワーカーズコープ、

住宅協同組合など、他の種類の協同組合に同

様に適用することはできない。」また、「原則

そのものを明確にするかわりに、現在の慣行

を原則の水準にまで格上げしている」。

　今日、運動論のレベルで「われわれが期待

しなければならないことは、人びとが消費者

および生産者の両方の資格で、住宅、医療保

健サービス、保険、信用、輸送など、多くの

分野の日常的二一ズを充足するために協同組

合組織から利益を得られるように、組合の種

類を多様化することである」。そして、協同組

合セクターを拡大強化することによって地域

コミュニティを活性化することである。この

よう見地からの原則改定が必要とされる。

　レイドロー報告の提言を受けたICAは、15

年間の検討を経て1995年にICA原則を改訂し、

「自治と白立」および「コミュニティヘの関与」

を新原則として付加した。新原則においては、

外部組織の支配下にない草の根協同組合が地

域のために活動することが期待されたのであ

る。

　このように、今日の協同組合のアイデンテ

イテイを明確にするうえでレイドロー報告が

果たした役割は、決定的であった。

　協同組合のアイデンティテイは明確にされ

たが、それに照らして現実の各種協同組合は

どのような行動をとっているか。今、それが

問われなければならない。

　ワーカーズコープはどうか。レイドローに

よれば、「ワーカーズコープは、あらゆる種類

の協同組合のなかでおそらく一番複雑で、ス

ムースかつ成功裡に運営することの難しい協

同組合である」。そのような困難な条件を抱え

たワーカーズコープが、レイドロー報告と

「協同組合のアイデンティティ」の正当性を実

証しうるか。21世紀の大きな問題がここにあ

る。

酉屠2000年1二お1掲協同竈合
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